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① 発生日時 2021年8月21日(土) 16時22分

② 復旧完了日時 2021年8月27日(金) 15時02分 （供給支障時間142時間40分、約6日間）

③ 供給停止地域 東京都新宿区の一部および文京区の一部（下図参照）

④ 供給停止件数 6,979戸

文京区
新宿区

凡例

供給支障範囲

地下水・土砂・水道水流入箇所

概ね南北500m×東西1km

N

ガス管内に流入した水・土砂の状況供給支障範囲

１．供給支障概要

©GeoTechnologies Inc./マップル

ガス管内に流入した土砂

ガス管から溢れ出る水
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⚫ 水道管・ガス管の双方に孔が開き、水道管から流出した水が地下水および土砂を巻き込みながらガス管内に

流入し、ガスの流れを遮断したことにより供給支障が発生した。

⚫ 水道の水圧により、ガス管内に流入した地下水、土砂、水道水が拡がり、供給支障件数が増えていった。

供給支障の拡がりイメージ（平面）供給支障の拡がりイメージ（断面）

ガス
ガス

地下水・土砂・水道水によるガスの流れの遮断イメージ

ガス管の上半分

を通じ供給可能

ガスの流れが完全

に遮断。

供給支障発生

ガス管内に流入。

供給継続可能

２．漏水と供給支障の関係

供給支障地域の標高

凡例 ガス管

凡例

今回の供給

支障地域

供給支障範囲

地下水・土砂・
水道水流入箇所

地下水・土砂・
水道水の拡がり

凡例

©GeoTechnologies Inc./マップル

地下水・土砂・水道水地下水・土砂・水道水
地下水・土砂・水道水
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（参考）供給支障地域の特徴および復旧対応
※第25回 ガス安全小委員会 資料3-3「東京都新宿区および文京区における都市ガスの供給支障について（中間報告）」から抜粋
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３．原因調査のスケジュール・結果概要

2021年9月 ～ 2022年3月 4月 5月 6月 7月

現地工事

詳細調査・分析

調整・設計

掘削工事

ガス管回収

調査計画検討

埋戻し 道路舗装

③管付着物分析

④損傷部断面観察

調査項目 結果概要

①埋設状況・環境調査
• ガス管の下側と上側で、土質が異なっていた。（管の下側：粘土・礫混在 管の上側：砂）

•埋設箇所の周囲には、腐食を促すほどの近さに高圧鉄塔や電鉄はなかった。

②管体調査
•管の下側に貫通箇所を確認した。

• ガス管内には、土砂等が流入していた。

③管付着物分析
•管表面には、腐食による生成物（いわゆる鉄さび）が付着していた。

•腐食の’’促進’’を示唆する要素（微生物（硫酸塩還元菌））が検出された。

④損傷部断面観察 • サンドブラスト、石の衝突等の外力を受けた形跡は確認できなかった。

①埋設状況・環境調査（現地測量・土壌成分分析等）

②管体調査（外観観察・X線観察・断面/内面観察）

結果とりまとめ（社外有識者確認含む）
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４．ガス管損傷原因の仮説・整理

開孔に至る原因・事象
概念図

大項目 中項目

腐食

A
礫の接触や

管周囲の不均一な土質

による腐食

B 電鉄,高圧鉄塔等の電流による腐食

外力

C
水道水の漏水による

サンドブラスト,水流＋小石の衝突等

D 重機による損傷

⚫ ガス管が損傷（開孔）に至る可能性のある事象（腐食、外力）とその原因を下表のように整理。

⚫ 今回の調査において、以下の通り、下表B・C・Dに該当する原因は確認されなかった。

✓ (B)周辺に電鉄や高圧鉄塔はなかった

✓ (C)(D)損傷部断面観察の結果より、外力が加わった形跡は確認できなかった

⚫ 「腐食の可能性を示す結果が確認されたこと」 「ガス管下に礫があったこと」 「管周囲の土質が不均一であること」より、

今回の原因は、礫の接触やガス管周囲の不均一な土質による腐食（下表A）の蓋然性が高いと考えられる。
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５．調査・分析結果（①埋設状況・環境調査）

⚫ ガス管と水道管は、新宿区山吹町の道路下における下水道カルバートの設置に先立ち、1976年に設置。

⚫ ガス管、水道管ともにダクタイル鋳鉄管である。

⚫ ガス管と水道管の間隔は16cmと近接していた。

⚫ 下水カルバートの下に位置するガス管および水道管に損傷部（貫通孔）が観察された。

ガス管 水道管

種別
ダクタイル鋳鉄管

（ポリエチレンチューブ無）

ダクタイル鋳鉄管

（ポリエチレンチューブ無）

埋設深さ 3.1m 3.3m

口径 10cm 15cm

管厚(公称) 8.5mm
11.5mm

(モルタルライニング4mm含む)

圧力 2.3kPa 570kPa

断面模式図(A-A’断面)

ガス管と水道管の情報設置状況の位置関係

ガス管

水道管

ガス管と水道管の

埋設状況
ガス管下から

採取された礫

粘土層･礫など

砂層など

粘土層･礫など

砂層など

掘り上げたガス管の状態
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５．調査・分析結果（②管体調査・③管付着物分析・④損傷部断面観察）

腐食・開孔に至る

原因・事象
根拠（現場状況）

礫の接触
✓ ガス管下側に礫が接触していた

可能性有り

不均一な土質
✓ ガス管の上側が砂層、下側が

粘土層・礫で、土質の違いあり

管周囲の状況と腐食（鉄が溶ける）のイメージ

⚫ 下水カルバートの下に位置する管の下側に貫通孔を確認

⚫ 損傷部断面観察においては、サンドブラスト、石の衝突などの外力が加えられた形跡は確認されず

⚫ 管の付着物を分析した結果、腐食の発生を示す鉄さび（鉄の化合物）と腐食を促進する土壌微生物を確認

✓ 腐食により孔が開いたと考えられる（孔の開いた時期は、不明）。それは、礫の接触があったことや、管の周

囲が粘土・礫と砂による不均一な土質環境であったために、管と周囲の土壌との間で電位差が発生し、（腐

食電流が生じたことにより）鉄が溶け出したためと考えられる。

礫

ガス管
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６．原因を踏まえた今後のガス管損傷防止対策

本現場の設置環境は、以下の要因が重なり合う極めて稀な環境であり、通常に比べて腐食が促進されたも

のと推定される。

①管下側に礫が接触している状態

②管周囲の土質が不均一な状態

③土壌に腐食が促進されやすい土壌微生物が存在した

原
因

✓ 礫の接触や管周囲の不均一な土質を防ぐため、管周囲を均一な土等で埋め戻す。

✓ 腐食可能性のない管材料として、ポリエチレンチューブを装着した鋳鉄管、またはポリエチレン管を使用する。

対
策

（参考）ポリエチレンチューブ

ポリエチレンチューブの防食効果

1. 埋設土壌と管との接触を防止

2. 浸入水の移動を防止

3. 迷走電流の遮蔽による局所腐食の防止

4. 均一な管の周辺環境の確保
出典：日本ダクタイル鉄管協会

・ポリエチレンチューブは腐食防止対策として

使用されている。

・当社では、1989年よりポリエチレンチューブを

採用している。

ポリエチレンチューブ
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① 1989年よりも前に埋設されたダクタイル鋳鉄管のうち、さや管で保護されていないガス管

✓防食措置（ポリエチレンチューブ）が施されていないため

② 今回の現場と類似した土壌

✓ ガス管と周囲の土壌との間で電位差が発生し、腐食が促進される可能性があるため

⚫ 旧河道部（：礫の接触）

✓ 礫が堆積し、ガス管と接触している可能性があるため

⚫ カルバート下（：土質の違い）

✓ 土被りが深く、さらに他企業との競合、共同工事が想定される施工環境であることから、

管周囲が均一な土壌で埋め戻されていない可能性があるため

③ 水道管が近接

✓水道管からの漏水が、周りの地下水・土砂を巻き込み、ガス管内に流入することで、ガス管内が

閉塞する可能性があるため

７．原因を踏まえた既設ガス管の健全性確認と措置について

抽
出
の
考
え
方

⚫ 本現場と同様の環境に埋設された既設路線を下記の考えの通り抽出した結果、2箇所であった。

⚫ これらのガス管ついては、健全性（漏えい検査・管内水分検査）を確認済み。

⚫ さらに今後は、管周囲の土質を確認し、必要に応じて措置（入取替、ガス管の切断など）を講じる。
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